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令和７年度 教育委員会事務局 運営方針 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 保護者約40万人が登録する家庭と学校の連絡システムに要望の多い学校関係の手続・提出機能を追加します。 

● 児童生徒と教職員約28万人が活用する学習支援システムのダッシュボードや健康観察機能等を拡充します。 

● M365 導入・グループウェア全校クラウド移行と校務支援システムの新システム移行の準備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 約２６万人の児童生徒からのデータを安全かつ効率的に蓄積・管理するデータハウスを整備します。  

● 教職員、大学、企業の共創でデータを分析、学びの現場に還元する横浜教育データサイエンス・ラボを駆動します。  

● データのビジュアル化など児童生徒や教職員のデータ活用を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 基本目標 「自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人」の育成 

Ⅱ 目標達成に向けた施策 

 
 1 人 1 台端末をベースにした DX による教育の早急なリデザインが不可欠 

 求められる未来の人材育成や教育現場の課題の質的変化への対応の遅れ 

 教職員志願者の減少傾向が続く中で教職の魅力向上・働き方改革の要請 

新しい学校教育の創造に向けた取組 

課題 

❶ 教育 DX を推進するための “つながる基盤” の形成と効果的な運用を進めます！ 

❷ 約 2６万人の子どもたちの“データ収集・分析・活用・更新するサイクル”を整備・運用します！ 
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● リアル空間に加え、オンライン、バーチャルなど選択できる三層での学びの空間を整備します。  

● グローバル教育では、姉妹都市や多くの AET、IUI(※１)を有する強みを生かし立体的な学びを展開します。 

● 誰もが学びを保障される環境では、場所を選ばず選択できる重層的な学びの環境を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● チーム学年経営の全校展開、試行校でチーム担任制を研究し、組織的・効果的な学級経営を強化します。 

● 外部人材の配置、校務 DX の推進、業務の適正化・精選など、総合的な取組で働き方改革を推進します。 

● 教員・大学・企業との共創“横浜教育イノベーション・アカデミア”で教育の質や教職の魅力を高めます。  

● 教員採用試験の多様化や教員の魅力を発信するプロモーションを強化し、教員志望者の増につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※１）AET…英語でのコミュニケーション能力育成のための指導助手、IUI…外国の生活や文化を英語で紹介する外国出身の講師 

（※２）SC…スクールカウンセラー、SSW…スクールソーシャルワーカー 

❹ 新たな教育の創造と教職員の働き方改革など“共創による教職の魅力向上”を行います！ 

 

❸ グローバル教育、誰もが学びを保障される“三層の学びの空間”を充実させます！ 

方向性 

 １人１台端末を効果的に活用し、児童生徒、保護者、教職員と学校、教育委員会をつなぐ、 

教育 DX 基盤と約２６万人の児童生徒から届けられる学習や健康観察等のデータを分析、 

活用、更新するデータサイクルを整備・運用します。 

  また、対面の授業などのリアルに加え、オンライン、バーチャルの３つの重層的な学びの 

空間を整備し、特にグローバル教育、誰もが保障される学びを充実させます。 

   さらに、新しい教育の創造に向けて、大学・企業等との共創や、外部人材・ICT の活用に 

よる教職員の働き方改革と社会につながる学びを進めます。 

～“学ぶなら横浜” “教えるなら横浜” “教育 DX の横浜”を目指します！～ 

教育委員会 
公式 note 
「ﾖｺｴﾃﾞｭ！」 
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第三者検証等の検証も踏まえた、不登校支援・いじめ防止対策の総合的な対応の体制と仕組みづくり 

 

 

 

児童生徒と保護者を中心に、不登校支援や、いじめの未然防止から早期発見・早期対応、調査実施までの総合的 

な対策を再構築し、「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺ 不登校支援・いじめ防止に向けた総合的な対策の充実・強化に取り組みます！ 

 

安全・安心な学校に向けた取組 

その他の重点取組 

❻ 令和８年度中学校給食の全校実施に向けた環境整備に取り組みます! 
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● 図書館ビジョンの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 生涯学習の推進 

生涯学習の振興を図るため、各区と連携し、市民への学習機会の提供等を進めます。また、第三次横浜市民読

書活動推進計画に基づき、デジタルを活用した取組や読書バリアフリーの取組等、読書活動を推進します。 

 

● 文化財の保存・活用の推進 

市文化財保存活用地域計画等に基づき、文化財の保存・活用を推進します。博物館等施設と連携し、DX を活 

用した文化財の普及啓発や所蔵資料のデジタルアーカイブ化を進め、市民の学ぶ機会の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

❼ 生涯にわたる学び、知の交流空間づくりに向け図書館ビジョンを推進します！ 

❽ 災害時の利用や環境にも配慮した学校施設の環境整備を促進します！ 

❾ 配慮が必要な児童生徒に寄り添った対応強化を充実させます！ 

避難所利用も踏まえた体育館空調の整備、トイレの洋式化、環境に配慮した照明 LED 化の加速、給食室空調

の整備、エレベーター等の整備促進、学校施設の建替え・長寿命化に取り組みます。 

特別な支援や配慮を必要とする児童生徒の増加等を踏まえ、通級指導教室の拡充等学びの場の充実と、新

たに個別支援学級へのコンサルテーション事業を創設する等により、教職員の専門性向上に取り組みます。 
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＋ ＋ 

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営 
 

 
  

505 校、児童生徒数約 26 万人という巨大組織にふさわしいガバナンスを構築します。 

 
 
 
 
 
 
 

民間企業、他都市を参考にしたガバナンス体制を整備するとともに、ICT を活用した情報やプロセスの見える

化・情報伝達の迅速化を進めます。 

また、教職員等の心理的安全性を確保するとともに、エンゲージメントが高く風通しの良い職場を目指した

取組を推進します。トップダウンだけでもボトムアップだけでもない、全方位的なコミュニケーションの活性

化策を、民間企業などの取組も参考に、研究・実践を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：教育委員会事務局におけるパーパスによるコミュニケーション活性化のイメージ図】 

 ※パーパス＝「組織の社会的存在意義」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横浜市こども・子育て基本条例」や「GREEN×EXPO 2027」を契機に ESD※の取組をさらに進めるため、 

学校や教育委員会事務局だけでなく、家庭・地域・企業・大学等と協働・共創して各施策・事業を推進します。 

※SDGｓ達成の担い手育成（Education for Sustainable Development） 

巨大事業体にふさわしい組織運営の改革に取り組みます！ 

社会全体で子どもを支える教育を推進します！ 

重層的な 

リスク管理体制 
教育 SOS サポートプラットフォーム 
（情報共有の見える化・情報伝達の迅速化） 

ボトムアップ 

＆ミドルアップダウン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップマネジメント層 

【教育長・経営責任職】 

ミドルマネジメント層 

【課長級・係長級】 

 

教育委員会事務局全職員 

プラスの 

対流・循環 

プラスの 

対流・循環 
＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ 

トップダウン 
↓ 

パーパスの発信 

ミドルアップダウン 

↓ 

心理的安全性 

を高める対話 
ボトムアップ 

↓ 

B-up プロジェクト 


